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東京電力「福島第二原発」、東北電力「浪江・小高（棚塩）原発」反対運動に参加して 

福島県相馬市 志賀勝明  

０．はじめに 

 私は、1948 年福島県南相馬市小高区（旧小高町）

の海岸付近の村上地区に生まれ育った。家は代々半

農半漁を営んでおり、私も高校卒業後すぐに漁業に

就くことになり、木造船を新造してもらった。初め

船酔いがひどく、ずいぶん苦しんだ。東京電力「福

島第一原発」は 1971 年にそれほどの反対運動もな

いまま稼働を開始していた。すぐに「第二原発」の

建設計画がもち上がり、地元でもその危険性が叫ば

れ始めた。 

 

１．1973 年 7 月 富岡町の旅館海遊館にて、安斎育郎氏（現 立命館大学名誉教授）、堀孝彦氏

（当時 福島大学教授）を招き学習会が開催され、当時 25 歳だった私も参加した。原発は現段

階では安全性が保障されていない未完成な技術であり、商業運電は危険極まりないことを実感

した。 

※原発 100万 kwから排出される温排水は毎分 50ｔにもおよび、阿武隈川１本分に相当する。 

 

２．1973 年 9 月 「福島第二原発」原子炉の設置許可について、福島市にて公聴会が開かれた。
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陳述人は 42人（原発稼働賛成者 27人、反対者 15人）で、そこで私は反対の陳述を行った。 

その頃、小高町も浪江町も漁業者のほとんどは原発建設に賛成だった。特に私が所属してい

た浪江町の漁業組合の組合長は、浪江町町議会議員で、もちろん賛成派の筆頭の方だった。町

も町民もほとんどが賛成の中で、私はひとり反対陳述を行ったわけで、その後は大変風当りの

強い、村八分のようなひどい目に遭うことになる。 

  例えば、公聴会の直後、同年 10 月頃いわき市で漁業組合青壮年大会があり、その大会の帰路、

双葉町の料理店で反省会が参加者 30 名ほどで行われた。そこで私はみんなから「公聴会で原発

反対陳述をするとは何事だ、あの原稿は誰が書いたのか。今後は執行部に見せてから発表せよ」

と、吊るしあげられた。誰も味方をする人もなく、本当につらい反省会であった。 

 

３．1974 年 5 月 「浪江・小高（棚塩）原発」の建設計画が東北電力で進められ、浪江町議会で

は 1967 年に早々に誘致決議が行われていた。浪江町請戸漁協でも 74 年に通常総会で組合長が

原発誘致に賛成する決議を組合員に求めた。そこで私は、「賛成、反対双方の学者の話を聞いて

から結論を出しても遅くはないだろう。」と提案し、できるだけ誘致決議を引き延ばそうと努め

た。組合長はその場では否定できず「では、そうするか！」と言って決議をあきらめたのだが、

組合長が開いたのは賛成派の学者の講演だけで、ついに反対派の学者の講演は開かなかった。 

  

同年 6月 漁協青・壮年部長、副部長から「お前はどこまでも原発に反対だから青年部はや

めてもらうから、沖で何があっても助けることはできないからな！」と脅され、除名されてし

まった。それ以後、5～6年は漁業者から話かけられることはなかった。自分の身は自分で守る       
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ことを決意し、漁に出るときはエンジンを始動する前に冷却水・潤滑油・燃料をしっかりと厳

しく確認、点検することにした。 

４．1975 年 原発県連の住民 404 名が「福島第二原発」設置許可処分取り消しを求め、福島地裁

に提訴。私は漁業者から一人、原告となる。これについても「裁判の原告に入っているのか」

と問いただされ、思わず「知らない」などと、ごまかしたりした。 

 

５．同年 小高町連合青年団長になる。東北電力「浪江小高（棚塩）原発」の建設を何とか阻止

しようと、日本科学者会議の中島篤之助氏を講師に招き、小高公民館で原発の安全性について

講演会を開いた。約 60 名以上が参加、中島氏は原発の危険性について様々話してくれた。アメ

リカ以上に日本の科学者は原発を楽観視し、リスクを低く考えていること、また放射能の廃棄

物の処理の問題点、石油より原子力に誘導することが強調されている等、現在も変わらぬ問題

点をこの当時からすでに指摘されていた。 

  2013 年 3 月 28 日、「東北電力浪江・小高原発」建設計画は断念された。これは、舛倉隆氏ら

が土地を絶対に売却しなかったこと、大震災の第一原発の事故、そしてささやかでも私たちの

反対運動の成果かとうれしく思う。粘り強く運動を行ってきて、全く後悔はない。様々な苦労

はあったら、本当に良かったと心から回想している。 

 

６．「福島第一原発」事故後の放射能汚染について 
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 〇原発稼働停止による砂浜の変化（浪江町請戸） 

2011 年 9月時点の放射線量率 

日本各地でセシウムが観測される 

2009年 11月 
2020年３月 
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